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シ ラ ヌ ヒ ハ ゼ の 生 態 ・生 活 史1'2)

道 津 喜 衛

The bionomics and  life history of the gobioid fish, 

         Ctenogobius dotui Takagi 

               Yosie Dotu

緒 言

シラヌヒハゼCtenogobiusdotuiTakagiは 先に高木和徳(Takagi,K.1957)が 九州

有明海産の標本によつて新種 として記載 ・報告した成魚の全長が35mm前 後の小型のく

ゼである(第1図 参照).著 者は有明海および福岡市近郊で本種の採集 ・調査を行い,そ の

生態,産 卵習性,仔 ・稚魚について明かにすることが出来たのでここに報告する.

この研究にあた り懇切なる御指導 と原稿の御校閲 とを頂い た内田恵太郎教授 に深謝する

と共に,有 明海の採集 ・調査にあたつて御援助を頂いた佐賀県水産試験場稲並芳幸場長,

同水試有明海分場山口正市技師の両氏に深 くお礼を申し上げる.

形 態

外部形態については前に述べた高木和徳(1957)が 詳しく書いてあるが,な お二,三 の

点を附記する.

二次性徴 高木もすでにその報告の中に書いてあるように,二 次性徴は泌尿生殖孔突起

の形状の差に最も著しく現われる.す なわち雄の突起は細長 く,そ の先端はやや尖つてい

るが雌のそれは太 く,短 く,先 端は尖つていない.シ ラヌヒハゼのこの生殖孔突起の雌雄

差は日本産ハゼ類の中では顕著に現われる部類に入 る.

雄成魚の第1背 鰭の第1～3棘 は糸状に伸びるが,雌 成魚のそれは糸状に伸びない.ま

た雄では第2背 鰭を倒 した時にその後端は尾鰭の始部まで達するが,雌 のそれは始部まで

達 しない.

婚姻色 産卵期の雄成魚は雌成魚に比して体色の黒味がより勝つている.雄 成魚の頭部

腹面および腹 ・臀・尾各鰭には特に黒色が濃 く現われるが,こ れは雌雄両性に現われ,し

かも特に雄魚に著 しい黒色の婚姻色であり,雌 魚ではこれは雄魚ほどに顕著ではない.

第1背 鰭の第5,第6棘 間の鰭膜上に現われる黒色斑点はその大きさと形には個体差が

あつたが雌雄両方に認められた.

1)九 州大学 農学部水産学教室業績.

2)本 研究の一部 は農林省農林漁業技術試験研究補助金に よつた(内 田恵太郎).



Fig. 1. Ctenogobius dotui Takagi. mature male, 36 mm in total length.

生 態

これまでに得たシラヌヒハゼの採集記録は第1表 に示す通 りである.こ の表からみて,

シラヌヒハゼは採集各土地の沿岸浅所の底質が砂地の水域で 底棲生活を送つていることが

分 る.

第1表.シ ラ ヌ ヒ ハ ゼ の 採 集 記 録.

福 岡 市 外今 津 沿 岸

有明海六角川
川尻網洗洲

同 上

有明海高津
羽瀬網漁場
福岡県宗像郡
津屋崎沿岸

地曳網の漁獲物.水 深,約5m.
底質,砂.

干潟 の浅い潮 溜内で採集.底 質,
砂.(山 口正市氏採 集)

干潟 の浅い潮溜内でたも網を もつ
て採集.底 質,砂.

急潮流 を利用 して稚魚網 で採集.
(塚原 博氏採集)

小型機船底曳網 の漁獲物.水 深,
約10m.底 質,砂.

有明海網洗洲(第1表,採 集番号2・3)は 有明海で干潮時に空 中に 露われ る洲の中で

は最も低い洲の一つであ り,1951年8月17日(月 齢15,千 潮時の潮位0・4)の 干潮時に

おける干潟の露出時間は約1時 間であつた.そ こでは シラヌヒハゼ は干潟上にある水深

10～20cmの 浅 く小さな潮溜内に見 られ,砂 底上に静止 していたが,採 集するため それ

を追跡すると早い突進を繰 り返し,急 に頭部から砂の表層に突込んで体を砂中に潜めて眼

だけ砂上に出す逃避習性を示すs)こ の干潟上の浅い潮溜内には干潮時にも緩かな水流がみ

られ,そ の中に棲む底棲魚類群集はハゼ類のみよりなり,そ の構成種はシラヌヒハゼの他に

3)シ ラヌヒハゼ と同様の逃避 習性は ヒメハゼでもそれを採集す る時に しば しば観察された.こ の

両種は後 で述べ るよ うに産卵 習性 も互に似ている.習 性の似 たこれ らシ ラヌ ヒハゼ とヒメハゼ の

体形を見 ると,上 に述べた よ うな両者に共通 した習性に関聯がある と考 えられ る体形 の類似が認

め られる.す なはち体は小型であ り,体 後 部は細 くて側扁す るが頭部 は大 きく,頭 部腹 面は平 た

く,頭 部および体 の前部の横 断面 は三角形状をなし,吻 部は狭 く,吻 端 はにぶ く尖 り,眼 は左右

接 して頭上部 にある.腹 鰭は平 た く大 き く発達 し,腹 鰭長 は頭長 とほぼ等 しいが,そ の前繋帯 は

薄膜状 のものでむしろ退化型 と考 え られ る.

筆者の 調査によ り沿岸 の 浅所の 砂底上 で 底陵生活を 送 つ て い ることが 分つ た ニ ラ ミハゼ

Heteroplopomusbarbatus(Tomiyama)の 外形 もヒメハゼ ・チ クゼ ソハゼ に似 ている.



シ ロチ チ ブTriclentigerundicervicusTomiyama,シ マ ハ ゼTtrigonocephalus(Gi11),

ヒメハ ゼRhinogobiusgymnauchen(Bleeker)お よび ス ジハ ゼR.pffaumi(Bleeker)よ り

な り,こ れ ら の 中で は シ ロチ チ ブが最 優勢 種 で あ り,そ の潮 溜 内 で産 卵 し て い る の も見 ら

れ た.ま た これ らの ハ ゼ類 は い ず れ も成 魚 と共 に稚 ・若 魚 も一 緒 に棲 ん で い る のが 見 られ

た(道 津喜 衛1957).

産 卵

成熟生殖巣 成熟卵巣内にはそ の内容 の大部分を占め る大型で黄色の成熟卵群(卵 径

0。325～0.375mm;ホ ルマ リン固定卵10個 について測定)と その間に散在する半透明の小

型未熟卵(卵 径0。15mm以 下)よ りな り,両 卵群の卵の形状には はつ きりした差が認め

られた.

全長37mm(体 長30mm)の 雌成魚につ い て成熟卵数の全数を数えた結果は880個

(右卵巣卵数460個+左 卵巣卵数420個).

産卵習性 天然卵群が採集されたのは1951年8月17日 に先に書いた有明海網洗洲のシ

ラヌヒハゼの成魚が棲んでいた潮溜内で得た1例 のみである.こ の卵群は水底に伏つてい

たアサ リ貝Paphia(Paratapes)undulata(Born)の 右殼(殼 高35cm,殻 長5cm)の 内

面に塀に1層 に産み附けられ,垂 れ下つていた.こ のアサ リ貝はその表面が殆 ど砂で蔽わ

れてお り,貝 殼の内面は綺麗に掃除されていた.貝 殼の下には親魚1尾 が留つていたが,

卵の採集時に逃げ出したため採集できず,そ の性別および大きさを明 らかにす ることが出

来なかつたノ)

天然卵 採集 した卵群の卵はすべてほぼ同じ発生段階にあり,孵化 直前であつた.

卵は細長 く,長 径1,88～2.06mm,短 径0.41～0,47m(5個 について)・先端は太 く,丸

く,後部は次第に細 くなつて棍棒状 をなし,卵膜後端に附着絲叢 がある(第2図A)・ この卵

の形状はウロハゼGlossogobiusgiurisbrunneus(TemmincketSchlege1)の 卵に似 る

が,よ り太 く,短 い.ま たウロハゼ卵の孵化前の胚体は尾部を頭部の方に屈げることな く

体を霞直に伸ば しているが,シ ラヌヒハゼの胚体は尾部をわずかに屈げている.卵 黄内の

油球は多数の小油球よりなり,孵化 前の胚体の油球でも1個 ないし数個の油球にはならな

い(石 川昌,中 村 中六1941).

孵出孔は卵膜先端部に一裂孔 として開 く(第2図B).

産卵期 有明海における産卵期については,先 に書いた卵群を採集 した8月17日 には,

卵群の凌,つた潮溜内にはすでにその年に生れた と思われる全長8～14mmの 稚 ・若魚が

見られたこと,そ れと同時に同じ水域から成熟卵巣卵を持つた雌成魚も採集出来たことか

4)砂 に埋れ た貝殻 の内面に卵を産 みつける習性を中村中六(1944)は ヒメハゼの産卵 で詳 しく観

察 してい る.
K,J.Nyman(1953)も 北欧産 の(;ohiusmicropusを 飼育産卵 させ,シ ラヌヒハゼお よび ヒ

メハゼの産習卵性 に似た習性 を観 察しているが,こ のハゼ の体形は先に書いた(脚 註3参 照)シ

ラ ヌヒハゼ ・ヒメハゼ型であ る.



            Fig. 2. Egg, larva and juvenile of  Ctenogobius dotal. 
A Egg, 2.00 mm in long axis, before hatching. B Empty egg-membrane, with a 
hatching-cleft, after hatched. C Newly hatched larva, 1.9 mm in total length. 
D Early juvenile stage, 8.0 mrn in total length, drawn from preserved specimen. 
E Last juvenile stage, 10.5 mm, from preserved specimen.

らみて産卵は8月 前後のかな り長い期間に亘つて行われると考えられ る.の

仔 ・ 稚 魚

孵化直後の仔魚は全長1.9mm(第2図C),そ の形状は一・一般普通のハゼ類(例 えば ウロ

ハゼ,ヒ メハゼ)の それ らと大差がない.筋 肉節数9+15=24(成 魚0)脊 椎骨数:10・紐6

=26).体 の腹側正中線上に断続して並ぶ黒色胞群お よび 尾部の背側正中線上 の1個 の黒

色胞はこの仔魚の特徴となる.

全長8mm以 下の仔魚はまだ採集されていない.

全長8.0mmの 初期稚魚(第2図D)は 頭部はやや側扁 して普通形.体 長は頭長の3.3

倍,頭 長は吻長の4倍,眼 径の4倍.眼 は頭上部に離れてついている.眼 径は両眼間隔の

4.5倍.体 側筋肉数10+15=25.背 鰭VI,1+10;臀鰭1+12;腹 鰭1+5;胸 鰭16と な

り,そ れぞれ定数 となる.腹 鰭はすでに大きく発達 していて,腹 鰭長は頭長にほぼ等しく,

腹鰭末端は臀鰭 始部まで達する.臀鰭 始部は肛門よりやや離れた後方にある.体 表には鱗

はまだ現われていない.体 の腹側正中線には黒色胞が断続 して並び,第1,第2背 鰭およ

び尾鰭基底には黒色胞が点在する.頭 部および鰭には孔器の排列が認められる.

5)同 じ水 域 で 天然 卵 と同 時 に そ の産 卵 期 の前 期 に生 れ た と思 わ れ る稚 ・若 魚 が採 集 され る例 は 産

卵 期 の長 い チ チ プTridentigerobscurus(TemmincketSchlege1),ヨ シ ノボ リRhinngvbius

Similis(Gill),ウ キ ゴ リChaenogobiusurotaenia(Hilgendorf)な どのハ ゼ 類 で 普通 に み られ る

こ とで あ る.



塗長10.5mm(第2図E)の 末期稚魚は体形はすでに成魚に似ており,吻 部のとが り

も目立ち,頭 部も腹面が平た くなつており,眼 は左右接 して頭 ヒ部についている.体 側の

黒色胞は背 ・腹正 中線に並ぶものの他に体側中央部にも縦に1列 をなして点在する.尾 部

はすでに鱗で被われている.

以上述べた全長8.0mmと10.5mmの 仔 ・稚魚は10%ホ ルマリンで固定したあと

70%ア ルコール に保存 した標本によつたが,そ れらについて述べた外部形態は全長の等し

い稚魚について較べてみても著しい個体差がある.こ こでは固定 ・保存の状態のよい標本

を選んでそれについて記載した.

有明海網洗洲での観察によると,全 長8～14mmの 稚魚はすでに成魚の棲む潮溜内で底

棲生活を送つていた.ま たこれらの稚魚の消化管 内には小型の椌脚類 を認めた.

参 考 文 献

道津喜衛,1957.有 明海奥部 におけ るシロチチブお よびシマハゼ の生態 ・生活 史.九 大農学芸誌,

16(3):343-一 一358.

Jordan, D. S. and Snyder, J. 0., 1901. A review of the gobioid fishes of Japan, with 

   descriptions of twenty-one new species. Proc.  1J. S. Nat. Mus., 24: 33-132.

石川 昌,中 村 中 六,1941.ウ ロハ ゼ の生 活 史.水 産 学 会 報,8(1):1--Y16,2pls.

松 原 喜 代 松,1955.魚 類 の形 態 と検 索.2,石 崎 書 店,東 京.

中村 中六,1944.ヒ メハ ービの産 卵=習性.水 産 学 会 報,9(2～4):99～102.

Nyman, K. J., 1953. Observations on the behaviour of Gobius micropus. Acta. Soc. Fauna 

   et Flora Fennica, 69  (5)  : 1-11.

Takagi,K.(高 木 和 徳),1957.Descriptionsofsomenew gobioid fishesofJapan,witha

propositiononthesensoryIinesystemasataxonomiccharacter.J.TokyoUniv.

Fish.,43(1):97-一 一126,2pls.

 R  e  sum  e 

   Ctenogobius dotui Takagi is a small gobioid fish, some 30 mm in total length 

(Fig. 1; Takagi, K. 1957). It was collected from Ariake Sound and the vicinity of 
Fukuoka City, both in Kyushu. It was found to live a bottom life on sand in 

the coastal waters shallower than ten metres in depth. This goby resembles 

to Rhinogobius gymnauchen (Bleeker), syn. Ctenogobius gymnauchen(Bleeker), attaining 

some 60 mm in total length (Jordan. D. S. and Snyder, J. 0. 1901). Both these 

gobies possess a ventrally flat depressed head with eyes approaching to each 
other at the top of head, somewhat pointed narrow snout and large united flat 

vental fin with somewhat reduced thin anterior fraenum. It was observed in 

the natural habitat that this goby concealed itself shallowly in the bottom sand 

by swift dart when disturbed. The similar concealing habit was observed also 

in Rhinogobius gymnauchen. 

 The sex dimorphism is remarkably shown in the form of genital papillae as



well as in the dorsal fin. The three anterior spines of the first dorsal fin of 

the mature fish are prolonged into filaments, whereas those of the female are 

not. The end of the second dorsal fin of the mature male fish reaches to the 

insertion of caudal fin when depressed, whereas that of the female does not 

reach. The black nuptial coloration appeared remarkably in the mature male 

fish and slightly in the female. It appeared on the ventral side of head as well 

as the ventral, anal and caudal fins (Fig. 1). The ripe ovary contained two 

groups of  eggs  : the yellow mature one, 0.33' 0.38 mm in egg-diameter, and the 

translucent inmature one. less than 0.15 mm in the diameter. From the similarity 

of the external characters, the mature ovarian eggs seemed to be spawned all 

at a time. The number of the mature ovarian eggs of a ripe female fish, 37 

mm in total length, was enumerated as 880. The spawning-season seemed to 

cover all summer months in Ariake Sound. The spawning was observed to 

occur in a shallow tide pool on the sandy flat. The author could obtain so far 

only one egg-mass attached to the cleaned inner surface of a leaf of the shell 

of Paphia (Paratipes) undulata (Born). This dead shell, 3.5 cm in length, was 

found shallowly buried in the sand. The spawned eggs were shortly before 

hatching, hanging down from the ceiling of the shell in one layer, guarded by 

a parent fish staying under the shell. This spawning habit is quite similar to 

that of Rhinogobius gymnauchen, already reported by N. Nakamura (Nakamura, 

N. 1944 ; Fig. 2 A, B). The fertilized egg is club shaped demersal and adhesive, 

1.88,--2.06 mm in long axis and 0.41--0.47 mm in short axis, with a large 

perivitelline space and a bundle of a adhesive filaments at the basal end. 

   The newly hatched was 1.9 mm in total length (Fig. 2 C). The post larvae 

smaller than 8.0 mm in total length were not yet obtained. In Ariake Sound 

the early juvenile ever 8.0 mm in total length were found already to have 

entered into the bottom life (Fig. 2 D, E). The gut contents of the juvenile, 8-

14 mm in total length. carring bottom-life, consisted chiefly of small copepods.
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